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市会だよりとは､市会の諸活動を広く周知することにより､議会への理解と関心を高め
ることを目的に発行しています｡より分かりやすい紙面づくりを目指すため､平成22年６月
号の市会だよりから､議員で構成する編集委員会を設置しました｡
また､議会の活動に関する情報を積極的に公開･発信するため､平成23年度から市会だ
よりの毎月発行化に向け､予算要求をして参りました｡しかし残念ながら､河村市長から
『回数をふやすことは､必要性､費用対効果の面で疑問がある』として､毎月発行化は認め
られませんでしたので､平成28年度も現時点では年７回の発行を予定しています｡
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広報なごや 市会だより

■「平成28年度名古屋市一般会計予算」については、賛成多数により附帯決議(強い要望・意見)を付して、原案どおり可決しました。
２月定例会の各常任委員会において審査された主な項目は、次のとおりです

○本件は、自由民主党、民主党及び公明党の３会派共同により、次の附帯決議(強い要望・意見)が提出され、３月18日の本会議において、
　反対討論が行われた後、賛成多数により附帯決議(強い要望・意見)を付して原案どおり可決しました。

　市会の２月定例会は、２月19日から３月18日までの29日間にわたって開かれ、平成28年
度名古屋市一般会計予算等の市長提出案件94件、議員提出議案15件についての審議など
が行われました。

2月定例会特集号

私立高等学校の授業料補助に当たり、昨年度
採択された請願の趣旨を踏まえた平成28年度
予算編成に対する考え方

名古屋城天守閣整備に関する２万人アンケート
で市民に示される財源フレーム（案）

名古屋城天守閣整備に関する２万人アンケート
の発送前に想定している議会への報告に対す
る認識
名古屋市立大学がより魅力ある大学になるべ
きであるとの観点から、新たな学部の設置に向
けた検討状況

○３月29日、名古屋城天守閣整備事
業に係る技術提案・交渉方式による
公募において、優先交渉権者が株式
会社竹中工務店名古屋支店に決定
され、優先交渉権者からは次のよう
に総事業費が提案されました。

○４月７日の経済水道委員会では、当局から、整備に係る今後のスケジュール
の変更案が示されました。

○委員会での審査の内容は、名古屋市ウェブサイト(市会情報)にて録画中継をしています。ぜひご視聴ください。
○名古屋城天守閣整備事業については、今後もしっかりと議論していきます。

○委員会では、委員から主に以下の
発言がなされました。

食品ロスの発生抑制に向けた取り組み

陽子線がん治療施設整備事業の一時凍結に伴う
増加費用の協議

留守家庭児童健全育成事業に対する助成のあ
り方

愛知県体育館の設置許可に係る移転を見据え
た愛知県との関係

防災機能の強化に向けた当局の考え

市営住宅を持続可能な仕組みとするための検討
状況

女性消防団員の増加に向けた取り組み及び大
学生消防団員の消防団活動に対する証明書交
付制度の検討状況

投資的経費に関し、現在の予算における構成比
を踏まえた認識及び当地域の発展に向けた投
資のあり方

１私立高等学校の授業料補助については、昨年度、教育子ども委員会において採択された請願の趣旨も踏まえ、教育の機会均等の理念を尊重すべく、補助単価及び補
助対象区分の改正は行わず平成27年度と同様とするとともに、授業料保護者負担の公私間格差の是正のため、引き続き補助額の予算増額を求めていくこと。

１名古屋城天守閣の整備検討に係る市民アンケートの実施にあたり、当局が市民に対し情報提供を行うとした技術提案・交渉方式に係る優秀提案の内容、天守閣整備
に係る財源フレーム（案）などが、本予算審議において明らかとならなかった。こうした状況に鑑み、名古屋城天守閣の整備検討に係る市民向け報告会、市民アンケート
及び広報なごや特集号の各予算については、正確な情報提供に基づいて天守閣整備に対する意向を市民に判断いただく必要があるため、優秀提案の選定結果、財源
フレーム（案）及びこれらの内容を正確に踏まえたアンケート項目などが明確になった段階で、その内容について速やかに議会へ報告・協議した上で執行すること。

▼附帯決議(強い要望・意見)の内容▼

第１に、2020年7月までに名古屋城天守閣木造復元を400億円もかけ進めようとするなど、今必要ない大型事業を進める予算であること。
第２に、学校給食調理業務の民間委託や図書館の指定管理者制度導入拡大など、公的責任を後退させる予算であること。
第３に、国の社会保障などの改悪をそのまま市民に押し付け、悪政に対して、防波堤としての役割を果たしていないこと。

■ その他の市長提出案件の議決結果などについては、２・３・４面をご覧ください。

「平成28年度名古屋市一般会計予算」（総額１兆856億円余）を可決しました

反対討論（日本共産党）

優先交渉権者から
提案された総事業費

約473億円～
　　504億円
約270億円～
　　400億円

変更前のスケジュール

4/11～24

4/21～28
5/ 2 ～ 8
5/ 9 ～15

5月臨時会

5/23～29
6/ 1 ～10

6月定例会

○２万人アンケート発送
○市民向け報告会開催
　（2,000人規模／5回）

経済水道委員会（所管事務調査）

○２万人アンケート発送
○市民向け報告会開催
　（300人規模／方面別）

広報なごや特集号（各戸配布）
２万人アンケート取りまとめ

天守閣整備に係る補正予算案の
提出（設計費・仮設工事費）

広報なごや特集号（各戸配布）
２万人アンケート取りまとめ
天守閣整備に係る補正予算案の提出
（設計費・仮設工事費）

今回示された変更後のスケジュール ●木造復元を前提としたスケジュー
ルになっている理由

●スケジュールが変更となった理由
●市民向け報告会の規模を変更し
た理由

●市民向け報告会に議会の代表者
を出席させる考え

●委員会に優先交渉権者や技術提
案書の意見聴取を行った評価委
員を出席させる考え

●優秀提案の内容の調整・修正の余地
●優先交渉権者との具体的な交渉
の進め方

●名古屋城整備に対する局長の思い

(参考)これまで当局
から示されていた概
算経費


